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1.  平成21年12月期第2四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第2四半期 7,922 ― 212 ― 218 ― 115 ―
20年12月期第2四半期 7,888 8.9 457 26.8 452 21.4 261 14.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第2四半期 25.00 ―
20年12月期第2四半期 70.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第2四半期 16,652 4,989 30.0 1,091.66
20年12月期 17,277 5,027 29.1 1,088.22

（参考） 自己資本   21年12月期第2四半期  4,989百万円 20年12月期  5,027百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― ― ― 27.00 27.00
21年12月期 ― ―
21年12月期 

（予想）
― 25.00 25.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,897 6.1 868 △14.7 883 △12.9 492 △12.6 106.52
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の情報に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表等規則」に従い四半期連結財務諸表を作成
しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第2四半期 4,620,000株 20年12月期  4,620,000株
② 期末自己株式数 21年12月期第2四半期  49,280株 20年12月期  70株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第2四半期 4,606,614株 20年12月期第2四半期  ―株
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  当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、一部の製造業において生産の持ち直しが見られ、やや回復の

兆しが見られるものの、企業収益の悪化による雇用不安や所得減少により個人消費が低迷するなど、依然として先行

不透明な状況にあります。 

 このような市場環境の下で当社グループは、新たに導入した本部制のもと効率的な事業運営や人材と組織力の強化

を図るとともに、労務費の抑制、経費の削減などに努め、更には、景気回復時に備えた新規事業の企画、立ち上げを

行うなどして、新規顧客の開拓や既存顧客の深耕を進めてきました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は79億22百万円となり、利益面においては、営業利益が２億

12百万円、経常利益は２億18百万円、四半期純利益は１億15百万円となりました。 

事業内容では、情報サービス事業は、引き続き大手得意先がシステム関連予算の見直しを進めるなど、全般的に開

発案件の先送りや小規模化、システム運用費用・保守費用の減少傾向が見られ、売上高は47億26百万円、営業利益

（配賦不能費用控除前）は２億62百万円となりました。 

 収納代行サービス事業は、依然として他社との競合が厳しさを増すなか、消費低迷による既存通販業者の販売減

少、及び収納代行に伴う追加サービス契約が伸び悩みなどの課題はあるものの、営業要員の増員や、キャンペーン、

プロモーション活動などを行うとともに、システム更改によりコストダウンを図り、売上高は31億95百万円、営業利

益（配賦不能費用控除前）は２億97百万円となりました。 

   

 ①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して６億25百万円減少し、166億52百万円とな

りました。これは主に、短期の繰延税金資産が１億38百万円増加したものの、現金及び預金の減少５億55百万円、受

取手形及び売掛金の減少５億60百万円などによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末と比較して５億87百万円減少し、116億62百万円となりました。これは主に、買掛金の

減少２億６百万円及び収納代行預り金の減少５億35百万円などによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末と比較して37百万円減少し、49億89百万円となりました。これは、自己株式の取得に

よる減少28百万円などによるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

して１億13百万円減少し、20億16百万円となりました。 

 また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、増加した資金は４億50百万円となりました。これは主に、た

な卸資産の増加１億18百万円、仕入債務の減少２億６百万円、法人税等の支払２億36百万円などにより資金が減少し

たものの、税金等調整前四半期純利益２億２百万円、減価償却費１億１百万円、売上債権の減少５億60百万円などに

より資金が増加したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、減少した資金は３億76百万円となりました。これは、有形固

定資産の取得63百万円、無形固定資産の取得83百万円、投資有価証券の取得３億30百万円などによるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、減少した資金は１億86百万円となりました。これは、配当金

の支払１億24百万円、自己株式の取得28百万円などによるものであります。 

   

  当第２四半期は、昨年からの景気低迷の影響を受けて、受注価格競争が一段と厳しくなるなか、顧客の予算削減に

伴い受注高の減少や技術者単価の引き下げが発生しております。この他、商談の長期化、受注の延期・保留に伴い営

業支援費用が増加しております。 

  第３四半期以降においても引き続き厳しい経済状況が続くものと予想されますが、当社グループといたしまして

は、より一層の営業強化と全社的なコスト削減を徹底する所存であり、通期業績予想は、連結・個別ともに平成21年

１月30日に公表した数値を据え置いております。 

  なお、変更が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。  

  

  

    （簡便な会計処理） 

固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しており 

ます。 

    （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）  

 該当事項はありません。  

  

  

（会計処理基準に関する事項の変更）  

   ①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

       当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適

用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

    ②棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

       通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、総平均法による原価法（仕掛品については、個別 

法による原価法）によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、総平均法による原価法

（仕掛品については、個別法による原価法）（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,955,997 5,511,133

金銭の信託 6,589,531 6,682,589

受取手形及び売掛金 2,318,464 2,879,372

有価証券 98,976 99,433

商品 23,525 17,901

仕掛品 290,308 177,818

前払費用 68,541 59,695

繰延税金資産 170,463 31,852

その他 40,442 3,211

貸倒引当金 △2,222 △2,802

流動資産合計 14,554,028 15,460,204

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 555,268 563,840

土地 358,642 358,642

その他（純額） 129,481 106,765

有形固定資産合計 1,043,391 1,029,248

無形固定資産   

ソフトウエア 237,796 262,912

その他 112,529 60,650

無形固定資産合計 350,325 323,563

投資その他の資産   

投資有価証券 420,274 189,767

繰延税金資産 54,719 45,135

差入保証金 221,614 221,923

その他 9,596 19,413

貸倒引当金 △1,808 △11,599

投資その他の資産合計 704,396 464,640

固定資産合計 2,098,113 1,817,452

資産合計 16,652,142 17,277,657
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,039,899 1,246,014

短期借入金 － 30,000

1年内返済予定の長期借入金 6,205 6,660

未払法人税等 250,613 254,109

収納代行預り金 9,528,558 10,063,638

賞与引当金 33,945 －

役員賞与引当金 12,345 －

受注損失引当金 1,917 11,608

その他 560,727 401,783

流動負債合計 11,434,211 12,013,814

固定負債   

長期借入金 － 3,430

役員退職慰労引当金 166,980 168,400

負ののれん 3,218 5,067

その他 58,060 59,460

固定負債合計 228,259 236,357

負債合計 11,662,470 12,250,171

純資産の部   

株主資本   

資本金 998,013 998,013

資本剰余金 697,869 697,869

利益剰余金 3,320,547 3,330,101

自己株式 △28,212 △40

株主資本合計 4,988,216 5,025,943

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,455 1,542

評価・換算差額等合計 1,455 1,542

純資産合計 4,989,671 5,027,485

負債純資産合計 16,652,142 17,277,657
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 7,922,178

売上原価 6,499,481

売上総利益 1,422,697

販売費及び一般管理費 1,209,834

営業利益 212,863

営業外収益  

受取利息 2,975

負ののれん償却額 1,848

その他 4,261

営業外収益合計 9,085

営業外費用  

支払利息 291

支払手数料 1,699

持分法による投資損失 974

その他 8

営業外費用合計 2,973

経常利益 218,974

特別利益  

貸倒引当金戻入額 10,774

特別利益合計 10,774

特別損失  

固定資産除却損 27,503

特別損失合計 27,503

税金等調整前四半期純利益 202,245

法人税、住民税及び事業税 235,117

法人税等調整額 △148,056

法人税等合計 87,061

四半期純利益 115,184
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 4,082,587

売上原価 3,337,462

売上総利益 745,124

販売費及び一般管理費 619,216

営業利益 125,908

営業外収益  

受取利息 847

負ののれん償却額 924

持分法による投資利益 1,979

その他 3,189

営業外収益合計 6,940

営業外費用  

支払利息 150

支払手数料 1,699

その他 8

営業外費用合計 1,858

経常利益 130,990

特別利益  

貸倒引当金戻入額 144

特別利益合計 144

特別損失  

固定資産除却損 27,503

特別損失合計 27,503

税金等調整前四半期純利益 103,630

法人税、住民税及び事業税 130,373

法人税等調整額 △90,763

法人税等合計 39,609

四半期純利益 64,021
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 202,245

減価償却費 101,574

のれん償却額 3,132

負ののれん償却額 △1,848

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,370

賞与引当金の増減額（△は減少） 33,945

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 12,345

受注損失引当金の増減額（△は減少） △9,691

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,420

受取利息及び受取配当金 △2,975

支払利息 291

持分法による投資損益（△は益） 974

固定資産除却損 27,503

売上債権の増減額（△は増加） 560,908

たな卸資産の増減額（△は増加） △118,113

仕入債務の増減額（△は減少） △206,115

未払金の増減額（△は減少） △3,973

その他の流動負債の増減額（△は減少） 136,941

その他 △40,791

小計 684,563

利息及び配当金の受取額 2,892

利息の支払額 △291

法人税等の支払額 △236,806

営業活動によるキャッシュ・フロー 450,357

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の償還による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △63,896

無形固定資産の取得による支出 △83,217

投資有価証券の取得による支出 △330,000

その他 439

投資活動によるキャッシュ・フロー △376,675

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,000

長期借入金の返済による支出 △3,885

自己株式の取得による支出 △28,172

配当金の支払額 △124,738

財務活動によるキャッシュ・フロー △186,795

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △113,113

現金及び現金同等物の期首残高 2,130,085

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,016,971
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な内容 

(1）情報サービス事業……情報処理サービス、システムソリューション、システムインテグレーション 

(2）収納代行サービス事業……収納代行サービス 

  

  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

     本邦以外の国又は地域に所属する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

     海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
情報サービス 
事業（千円） 

収納代行サー
ビス事業 

（千円） 
計（千円）

消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高   

(1）外部顧客に対する売上

高 
 4,726,655  3,195,523  7,922,178  －  7,922,178

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 9,799  －  9,799 ( )9,799  －

計  4,736,454  3,195,523  7,931,977 ( )9,799  7,922,178

営業利益  262,269  297,219  559,489 ( )346,625  212,863

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 （1）中間連結損益計算書  

  

「参考資料」

前四半期に係る財務諸表等

  

前中間連結会計期間 

 (自 平成20年１月１日 

   至 平成20年６月30日) 

区分 金額(千円) 
百分比

(％) 

Ⅰ 売上高 7,888,444 100.0

Ⅱ 売上原価 6,351,919 80.5

     売上総利益 1,536,525 19.5

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,078,735 13.7

     営業利益 457,790 5.8

Ⅳ 営業外収益 

  １ 受取利息  1,394

  ２  負ののれん償却額  3,885

  ３ 受取手数料  1,087

  ４ その他  958 7,325 0.1

Ⅴ 営業外費用  

  １ 支払利息  1,686

  ２ 株式交付費  420

  ３ 上場関連費用  6,539

  ４ 持分法による投資損失  3,525

  ５ その他  259 12,430 0.2

     経常利益  452,684 5.7

Ⅵ 特別利益  

  １ 貸倒引当金戻入益  4,830 4,830 0.1

Ⅶ 特別損失  

  １ 固定資産除却損  1,075

  ２ 投資有価証券売却損  3,515 4,591 0.1

     税金等調整前中間純利益  452,923 5.7

     法人税、住民税及び事業税  327,917

     法人税等調整額  △136,635 191,282 2.4

     中間純利益 261,641 3.3
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 （2）中間連結キャッシュ・フロー計算書  

  

  

前中間連結会計期間 

(自 平成20年１月１日 

 至 平成20年６月30日) 

区分 金額(千円) 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

 １ 税金等調整前中間純利益 452,923

 ２ 減価償却費 82,211

 ３ のれん償却額 3,132

 ４ 負ののれん償却額 △3,885

 ５ 持分法による投資損益(△は利益) 3,525

 ６ 貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,014

 ７ 賞与引当金の増減額(△は減少） 340,727

 ８ 役員賞与引当金の増減額(△は減少） △23,240

 ９ 受注損失引当金の増減額(△は減少） △3,713

 10 退職給付引当金の増減額(△は減少) △10,548

 11 役員退職慰労引当金の増減額(△は減少) 6,080

 12 受取利息及び受取配当金 △1,804

 13 支払利息 1,686

 14 株式交付費 420

 15 上場関連費用 6,539

 16 固定資産除却損 1,075

 17 投資有価証券売却損益（△は売却益） 3,515

 18 売上債権の増減額(△は増加） 932,241

 19 たな卸資産の増減額(△は増加） △108,765

 20 仕入債務の増減額(△は減少） △428,533

 21 未払金の増減額(△は減少） △101,308

 22 その他 △228,325

   小計 919,941

 23 利息及び配当金の受取額 1,804

 24 利息の支払額 △1,857

 25  法人税等の支払額 △238,960

  営業活動によるキャッシュ・フロー 680,926

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 １ 有形固定資産の取得による支出 △21,077

 ２ 無形固定資産の取得による支出 △34,407

 ３ 投資有価証券の売却による収入 1,641

 ４ その他(純額) 13,241

  投資活動によるキャッシュ・フロー △40,601

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 １ 短期借入金の純増減額(△は減少） △5,000

 ２ 長期借入金の返済による支出 △3,885

 ３ 配当金の支払額 △70,680

  財務活動によるキャッシュ・フロー △79,565

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額(△は減少） 560,760

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 1,060,039

Ⅵ 現金及び現金同等物の中間期末残高 1,620,799
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〔事業の種類別セグメント情報〕 

  前中間連結会計期間(自 平成20年１月１日 至 平成20年６月30日) 

(注)１. 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２. 各事業の主な内容 

(1) 情報サービス事業……情報処理サービス、システムソリューション、システムインテグレーション 

(2) 収納代行サービス事業……収納代行サービス 

３. 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、298,802千円であり、その主なも

のは、当社の管理部門に係る費用であります。 

  

セグメント情報

  情報サービス事

業(千円) 

収納代行サービ

ス事業(千円) 

計 

(千円) 

消去又は全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

(1) 外部顧客に対する売

上高 
5,001,296  2,887,148  7,888,444  － 7,888,444 

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
4,026  －  4,026  (4,026) － 

計 5,005,322  2,887,148  7,892,470  (4,026) 7,888,444 

営業費用 4,612,136  2,523,741  7,135,878  294,776  7,430,654 

営業利益 393,185  363,407  756,592  (298,802) 457,790 
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